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 ↑ この風景を未来まで・・・ 

秋の花を代表するハマギク 
    

 

◆今年度の植物観察・保護巡回活動がスタートしました。みなさんも参加してみませんか。  

採らない！折らない！踏み込まない！を合言葉に、花たちと会話をしながら、楽しく活動をしています。 

参加できる方は、事務局までご連絡下さい。 
                                                      

巡回班 毎月の予定日 

１ 班 第 １ 週  木曜日 

２ 班 第 ２ 週  木曜日 

３ 班 第 ３ 週  土曜日 

４ 班 第 ４ 週  フリー 

５ 班 フ リ ー  日曜日 

６ 班 第 ３ 週  月曜日 

７ 班 第 ４ 週  月曜日 

 
 
 
 
 
 
 
 

“初心”に返って・・・  会長 福田まり子 

 

盗掘防止のための巡回活動を目的に発足してから、１２年
が過ぎ１３年目になりました。 
活動に賛同し、会員も１００名を超え、植物保護の大切さ
が浸透してきたと安堵していましたが、今、新しい問題が起
きています。 
それは、カメラマンの踏み込み、踏み荒らしが目立ち、遊
歩道以外に新しい道ができていることです。目的の花をアッ
プで撮りたくてそばまで行く、まわりに咲いている花たちに
気配りもしないで・・・。 
１２年活動したから満足するのではなく、初心に返って、
盗掘と踏み込み防止のために呼びかけ、巡回しようと気持ち
が引き締まります。 
 

《 平成２１年度 ・ 活動のようす 》 

☆５月２３日〔青森県自然保護課・   ☆６月２４日〔鮫公民館・          ☆１０月２４日〔八戸信用金庫・ 

盗掘防止キャンペーン〕             野草観察教室〕                  保全活動〕 

 
 
 
 
 
 
 
              
 

  ↑ＡＴＶ取材中にワラビの盗掘あり    ↑スナビキソウを観察中    ↑だいぶ明るくなった淀の松原 
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植物観察・保護巡回 ＜平成２１度の活動＞ 日記    
私たちは４月から１０月までの７ヶ月間、植物を保護するために、盗掘防止の巡回を行っています。 
７班にわかれ、週１～２回のペースで盗掘の被害や不法投棄などを調べています。 
２１年度は、のべ５２回の巡回で２１件の被害が確認されています。この数は、昨年より多く、残念な結果となりま
した。 
みんなの宝である種差海岸がいつまでも美しくあってほしいと、２２年度は、さらに巡回を強化したいと思います。 
今回の会報では、巡回記録用紙に記載された『巡回を終えての感想・意見など』を紹介します。 

 

                                     

                                     

 

 

 

 

     ↑サクラソウの盗掘跡 

 

 

 

 

 

 

 

   ↑オオウバユリの切り捨て 

                                      

 

 

                                        

                                              ↑ハマウツボ          ↑ニッコウキスゲ 

                                          

                                        

 

                                      

 

 

                          ↑ハマヒルガオ       ↑スナビキソウ 

                         

                                          

 

 

 

 

 

４月１日（水） くもり 第５班（巡回場所：ミイシ～マイデ／淀の松原） 
クロマツの伐採作業中。道が明るくなり、別の場所にきたようだ。今

後の植生の変化が楽しみ。３月下旬より寒い日が続いているため、花の
開花が遅れているようだ。 

５月２１日（木） 晴れ 第６班 （巡回場所：アシゲ～マイデ） 
ゴミ拾いの袋を手に観察活動。袋を満足させるほどのゴミはなか

った。会員皆さんの“ゴミゼロたねさし”の思いが感じられた。 
中須賀あたりで、人々の踏み歩いた跡が道になっていた。私には

「オヤッ」と思われた。 
 

６月２２日（月） くもり 第７班 （巡回場所：淀の松原） 
伐採後の片付けが悪いせいか、ごちゃごちゃした印象を受けた。 
しかしながら、日光が当たるようになったので、ニッコウキスゲが

とても増えたように思われた。 

６月２４日（水）晴れ 第４班 
（巡回場所：アシゲ～マイデ） 

鮫公民館の野草観察と一緒の巡
回となりました。 
初夏ということで、ニッコウキス

ゲやノハナショウブが咲き始め、ハ
マウツボもニョキノョキとあちら
こちらに顔をだしていました。 

７月１４日（火）晴れ 第２班 
（巡回場所：アシゲ～マイデ） 

種差海岸に咲く花は、今正に百花繚乱。ちょっと
大げさかな。でも本当。 
行楽客は、それぞれ、様々な言葉でこの素晴らし
い景観を称えてくれます。何か花よりも、私たちが
褒められているようで、少々こそばゆしさを感じま
すが。 
先輩から受けついだこの素晴らしい景観を大切に
保全し、子孫に伝えていきたいですよね。 

１０月１２日（月）晴れ 第５班 （巡回場所：ミイシ
～マイデ） 
写真撮影の為と思われる踏みつけを多数確認。（踏み
つけの先には花が咲いている） 
黒松伐採場所にコハマギク等、花が多数見られる。 

７月１日（木） くもり 第１班  
（巡回場所：アシゲ～マイデ） 

種差のお花の季節がやって来た。この地を
訪れる人が、年々多くなって来たようだ。喜
ばしい事である。その反面、カメラマンの踏
み込みが非常に目につくようになってきた。 

９月１９日（土） 晴れ 第３班 
（巡回場所：淀の松原） 
参加者の大半がこの時期の巡回が初めてで、開花
植物の調査より、景観を損ねる樹木、植物の除去に
関心を寄せられ、自然を守る会の一面が見られた。 


